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（1） 令和 4年 7月 15日

私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

城南区シニアスポーツ交流会

　12月 10日（金）、コロナ禍のため中断していた城南区シニアスポーツ
交流会を、城南体育館にて 80名が参加のもと実施しました。個人競技が
主体でしたが、チームプレーで和気あいあいとしたひとときを過ごしま
した。
　城南区シニアクラブ連合会では、生きがいと健康づくり推進事業など
を年間で実施しています。特に、健康長寿の秘訣として介護予防活動が
非常に重要と言われており、積極的に人と会うことは効果的です。さら
に介護予防のため、運動は仲間とするとより効果的で、参加するグルー
プは多い方が良いと、校区担当保健師からのアドバイスもあります。

80名が楽しく健康づくり80名が楽しく健康づくり
準備体操準備体操

輪投げ輪投げ
ドリブル競走ドリブル競走

お宝釣りゲームお宝釣りゲーム

ス
プ
ー
ン
競
走

ス
プ
ー
ン
競
走ボ

ー
ル
入
れ

ボ
ー
ル
入
れ

賞品ゲット！賞品ゲット！

笑顔あふれる時間笑顔あふれる時間

白熱した戦い！白熱した戦い！



（2）第 7 4 号  ふ れ あ い

私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

　

盛
夏
の
候
、
会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
元

気
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
4
年
度
を

迎
え
新
た
な
志
を
持
っ
て

今
年
度
の
事
業
に
取
り
組

む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
第
6
波
に
よ

り
、
昨
年
度
と
同
様
困
難

な
状
況
下
で
新
年
度
の
幕

開
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

連
合
会
で
は
、
5
月
13
日

(

金)

に
令
和
4
年
総
会
を

開
催
し
、
3
年
度
の
事
業
・

決
算
、
な
ら
び
に
4
年
度

事
業
お
よ
び
予
算
等
に
つ

い
て
ご
審
議
い
た
だ
く
こ

と
を
予
定
を
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
ご
周
知
の
と
お

り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

や
む
な
く
昨
年
度
に
引
き

続
き
書
面
表
決
に
よ
る
総

会
と
な
っ
た
次
第
で
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
9
月

に
開
催
し
て
お
り
ま
し
た

単
位
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
を
、
年
度
初
め
の
開

催
が
望
ま
し
い
と
の
ご
意

見
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

総
会
に
引
き
続
き
開
催
す

る
こ
と
を
計
画
し
て
お
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
ち

ら
も
誠
に
残
念
で
は
あ
り

ま
す
が
、
総
会
と
同
様
に

書
面
に
よ
る
研
修
に
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第

で
あ
り
ま
す
。

　

各
単
位
ク
ラ
ブ
に
つ
き

ま
し
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
様
々
な
活
動
を
縮
小

も
し
く
は
中
止
、
延
期
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
下
で
は
あ
り

ま
す
が
、
皆
様
に
は
こ
れ

ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
や

智
恵
を
生
か
し
て
、
こ
の

困
難
を
克
服
し
て
お
ら
れ

る
こ
と
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

7
月
に
は
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
4
回
目

が
予
定
さ
れ
、
シ
ニ
ア
世

代
や
基
礎
疾
患
の
あ
る
方

は
優
先
接
種
が
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
副
作
用
に

対
す
る
不
安
の
声
も
多
く

聞
か
れ
ま
す
。
し
か
し
、

感
染
し
た
時
の
こ
と
を
考

え
る
と
、
病
状
に
対
す
る

安
心
感
を
優
先
す
る
こ
と

も
大
事
か
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
度
に
実
施
し
た
事

業
に
お
い
て
は
、
幸
い
に

も
城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

連
合
会
よ
り
一
人
の
感
染

者
も
出
す
こ
と
な
く
無
事

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
の
結
果
で

あ
り
、
ひ
と
え
に
城
南
区

長
を
は
じ
め
区
役
所
、
社

会
福
祉
協
議
会
等
の
関
係

機
関
団
体
の
皆
様
の
ご
指

導
と
ご
支
援
の
賜
と
思
い
、

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま

た
、
城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
役
員
な
ら
び

に
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
、
女

性
部
長
の
皆
様
の
平
素
か

ら
の
ご
尽
力
に
衷
心
よ
り

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
高

齢
者
の
団
体
で
あ
る
老
人

ク
ラ
ブ
が
活
性
化
し
、
老
人

ク
ラ
ブ
創
立
の
基
本
で
あ

る
高
齢
者
自
ら
が
お
互
い

に
助
け
合
う
「
自
主
・
自
立
・

共
助
」
の
精
神
を
発
揮
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
一
人
ひ
と
り

が
い
き
い
き
と
心
豊
か
に

暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
、

活
力
の
あ
る
魅
力
あ
る
老

人
ク
ラ
ブ
づ
く
り
に
向
け

て
、
よ
り
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

連
合
会
は
、
令
和
4
年
度

も
「
仲
間
づ
く
り
」
や
「
生

き
が
い
と
健
康
づ
く
り
活

動
」「
介
護
予
防
活
動
の
推

進
」
を
は
じ
め
、
地
域
社

会
や
関
係
機
関
と
の
連
携

に
努
め
な
が
ら
諸
事
業
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
は
な
り
ま
す
が
、

会
員
の
皆
様
の
今
後
ま
す

ま
す
の
ご
健
康
と
ご
活
躍

を
祈
念
し
ま
し
て
私
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
　
内
原
　
悟
　

活
動
推
進
し
地
域
盛
り
上
げ
る

活
動
推
進
し
地
域
盛
り
上
げ
る

　老人クラブは、発足当初から「健康」「友愛」「奉仕」
の活動を行っており、明るく、豊かで活力のある
超高齢社会の実現に向けて取り組んでいます。

健康活動

◎�いきいきクラブ体操・健康ウォーキング・シニ
アスポーツの実施
◎�趣味・サークル活動の拡充

友愛活動

◎�関係機関と連携した集いの場づくり（サロン、ふ
れあい喫茶、居場所の確保など）
◎�情報の伝達・提供（クラブや町内情報、福祉・防犯・
災害・避難などの情報）
◎�一人暮らしや高齢者世帯への安否確認・声掛け・
友愛訪問・話し相手・行事などへの参加呼びかけ

奉仕（ボランティア）活動

◎�全国一斉「社会奉仕の日」の取り組み
◎�公共施設や道路の清掃・美化・緑化・花づくり
◎資源回収・リサイクル活動
◎�高齢者施設におけるボランティア

健康・友愛・奉仕健康・友愛・奉仕
「全国三大運動」「全国三大運動」



（3） 第 7 4 号  ふ れ あ い

私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

　

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
令
和
4
年
総
会
は
、

5
月
13
日(

金)

に
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
の
観
点
か
ら
開
催
を
中
止

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
総
会

に
代
わ
る
も
の
と
し
て
郵
送

に
よ
る
書
面
表
決
を
行
い
、

単
位
ク
ラ
ブ
会
長
や
校
区
女

性
部
長
よ
り
審
議
を
い
た
だ

き
、
賛
成
多
数
に
て
4
議
案

と
も
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

令
和
4
年
度
の
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
今
後
の
感
染

状
況
を
見
な
が
ら
慎
重
に
判

断
し
、
可
能
な
限
り
実
施
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後

と
も
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
書
面
表
決
の
結
果

は
次
の
通
り
で
す
。

◎
書
面
表
決
結
果
（
各
ク
ラ

ブ
会
長
へ
お
知
ら
せ
済
み
）

※�

5
月
13
日(

金)

回
答
分

ま
で

■�

会
員
：
63
名
（
単
位
ク
ラ

ブ
会
長
54
名
、
校
区
女
性

部
長
9
名
）

■
表
決
参
加
：
57
名
（
会
員

総
数
の
過
半
数
の
参
加
に
よ

り
総
会
成
立
）

　

盛
夏
の
候
、
城
南
区
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
、

区
政
の
推
進
や
各
種
事
業
の

実
施
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

地
域
の
高
齢
者
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、「
健
康
・
友
愛
・

奉
仕
」
の
理
念
の
も
と
、
長

年
に
わ
た
り
ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ

大
会
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
を
開
催
し
、
友
愛
訪

問
活
動
を
行
う
な
ど
、
高
齢

者
の
方
々
が
元
気
に
生
き
が

い
を
持
っ
て
、
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
お
り
、
深
く
敬

意
を
表
し
ま
す
。

　

福
岡
市
で
は
、
市
民
の
皆

様
と
と
も
に
、
誰
も
が
心
身

と
も
に
健
康
で
自
分
ら
し
く

暮
ら
せ
る
、
持
続
可
能
な
社

会
を
め
ざ
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

自
立
し
た
生
活
を
目
指
し
て

自
立
し
た
生
活
を
目
指
し
て

城
南
区
長�

細
川
　
浩
行

「
福
岡
１
０
０
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

城
南
区
に
お
き
ま
し
て

も
、
高
齢
者
の
方
々
が
、
住

み
慣
れ
た
ま
ち
で
自
立
し
た

生
活
を
安
心
し
て
続
け
ら
れ

る
よ
う
運
動
講
座
の
開
設
な

ど
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。今
後
と
も
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
国
内
発
生
か

ら
2
年
以
上
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
い
ま
だ
収
束
に
は

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
は
熱
中
症
も
含
め
、
健

康
管
理
に
は
十
分
留
意
さ

れ
、
暑
い
夏
を
乗
り
切
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展

と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
、

ご
活
躍
を
心
か
ら
祈
念
し
、

結
び
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

書面表決にて方針決まる書面表決にて方針決まる

城南区シニアクラブ連合会 令和 4 年総会

◎
議
案
表
決

【
議
案
第
1
号
】

令
和
3
年
度
事
業
報
告

…�

賛
成
57
名(

１
０
０
％)

で
成
立
。

【
議
案
第
2
号
】

令
和
2
年
度
決
算
報
告
・
監

査
報
告

…�

賛
成
57
名(

１
０
０
％)

で
成
立
。

【
議
案
第
3
号
】

令
和
4
年
度
事
業
計
画（
案
）

…�

賛
成
57
名(

１
０
０
％)

で
成
立
。

【
議
案
第
4
号
】

令
和
4
年
度
事
業
予
算（
案
）

…�

賛
成
57
名(

１
０
０
％)

で
成
立

郵送にて情報共有郵送にて情報共有
令和 3 年度友愛訪問説明会 中止

　3月 4 日（金）に開催を予定しておりま

した令和 3年度友愛訪問説明会は、新型コ

ロナウイルスの感染予防のため、昨年度に続

いて開催を中止しました。

　そのため、事業報告書と令和 4 年度の計

画書等の資料は郵送により各

班長にお送りし、対応しまし

た。なお、福岡市補助金の説明

等の資料は区役所より郵送さ

れました。



（4）第 7 4 号  ふ れ あ い

私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

実施日 行事 対象者 会場

4

5日（火）会計監査 会長・会計・監事 城南区役所審査会室

6日（月）運営委員会・校区女性部長会議
運営委員・
校区女性部長

市民センター
第 2会議室

11日（月）
運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

校区女性部長会 会長・副会長
校区女性部長 城南区役所大会議室

22日（金）
運営委員会 運営委員 市民センター

第 1会議室

単位クラブ女性部長研修会 女性部長 市民センター
第 1会議室

5

9日（月）三役会 会長・副会長等 城南区役所審査会室

13日（金）

運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

総会 単位クラブ会長
校区女性部長

城南区役所
大・小会議室

単位クラブリーダー
研修会

単位クラブ会長
校区女性部長

城南区役所
大・小会議室

17日（火）広報部会① 広報部会員・庶務 城南区役所審査会室

23日（月）市）第49回老人クラブ通常総会
単位クラブ会長
校区女性部長 福岡市民会館

6
2日（木）運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

10日（金）囲碁・将棋大会 高齢者 市民センター会議室

7

4日（月）運営委員会 運営委員 市民センター
第2会議室

8日（金）演芸大会 高齢者 市民センターホール

15日（金）広報紙「ふれあい」第74号発行 会員等

29日（金）市）囲碁・将棋大会 区）代表 市民福祉プラザ
601・602

8 4日（木）運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

9

1日（木）市）第58回高齢者保健福祉大会 市）高齢者 福岡市民会館

6日（火）運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

14日（水）市）健康づくりリーダー研修会 区）推薦会員 市民福祉プラザ502外

15日（木）
女性部長視察研修会 女性部長 未定

「老人の日」（老人週間 15日〜 21日）

16日（金）社会福祉施設訪問事業施設希望想定
会長・副会長・
女性部会員等 特養）飛鳥

実施日 行事 対象者 会場

9

20日（火）

社会福祉施設訪問事業
施設希望想定

会長・副会長・
女性部会員等 特養）油山緑寿園

全国一斉「社会奉仕の日」会員 各校区

22日（木）シニア教養講座（写真教室①） 高齢者（一般公募）城南市民センター

30日（金）シニア教養講座（写真教室②） 高齢者（一般公募）福岡市動植物園

10

4日（火）市）高齢者ゲートボール大会（予備日5日） 区）代表チーム 山王公園

5日（水）グラウンド・ゴルフ大会（予備日 7日） 校区推薦代表 西南杜の湖畔公園

11日(火)
〜16（日）市）高齢者美術展(予定) 高齢者（一般公募） 福岡市美術館

13日（木）シニア教養講座（写真教室③） 高齢者 市民センター
第 2会議室

20日（木）広報部会 広報部会員・庶務 城南区役所審査会室

25日（火）市）高齢者グラウンド・ゴルフ大会（予備日 26日） 区）代表 舞鶴公園

11

11日（金）
〜15(火)

ねんりんピック
神奈川大会

17日（木）シルバーバスハイク 高齢者 行先未定

24日（木）ソフトダーツ大会 高齢者 城南体育館

12

2日（金）運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

9日（金）
市）女性部会研修会 区）部会員・推進

員
市民福祉プラザ
502・ホール

シニアスポーツ交流会 高齢者 城南体育館

1

1日（日）広報紙「ふれあい」第 75号発行 会員等

6日（金）運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

25日（水）市）老人クラブリーダー養成研修会 区）推薦会員 市民福祉プラザ 601

2
2日（木）運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

10日（金）市）高齢者ソフトダーツ大会 区）代表 中央体育館

3 3日（金）
運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

友愛訪問説明会 友愛訪問班長等 城南区役所
大・小会議室

城南区シニアクラブ連合会   城南区シニアクラブ連合会   行 事 予 定 表行 事 予 定 表令和 4 年度令和 4 年度

◎　運営委員会　10：00〜
◎　運営委員会と同時開催の会議、研修会等は概ね13：30〜
◎　市民センター、体育館等で実施する事業は事業ごとに事前にご案内します

開始時間について
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役　職 校　区 氏　名 役　職 校　区 氏　名
会　長 金　山 内原�　　悟

委　員

鳥　飼 堀　　� 充博

副会長
堤 戸高�　輝美 田　島 金子�琢一郎

女性部（七隈） 門田�　行子 長　尾 津留﨑�利雄

庶　務 女性部（堤丘） 安藤�カズエ 南片江 山本　　� 嚴

会　計 女性部（鳥飼） 小野�やす子 女性部（金山） 筒井�代志恵

監　事
別　府 大野　� 晴信

七　隈 丸田　� 正博

令和 4 年度
城南区シニアクラブ連合会

運  営  委  員

　今年度も委員一丸とな
り、魅力的なクラブづく
りに努めてまいります。

令和4年度  老人クラブ表彰（敬称略）

1　老人クラブ育成功労者（単位老人クラブ会長）
　　�（要件：単位老人クラブ会長として、5年以上在職し、

老人クラブの育成発展に尽力した者 )

受賞者 単位老人クラブ 校　区

高橋　雅子 樟の友の会 田　島

轟　　達也 菊寿会 七　隈

永田　　泉 東油山むつみ会 南片江

城丸　一良 鶴寿会 南片江

石橋　英明 樋井川２丁目長老会 堤　丘

2　老人クラブ育成功労者(地区・校区女性部長)
　　��（要件：地区・校区女性部長として、5年以上在職し、

女性部の育成発展に尽力した者）

受賞者 単位老人クラブ 校　区

内場　幸子 東油山老人クラブ 堤

受賞された皆さんの受賞された皆さんの
今後ますますのご活躍を期待しています今後ますますのご活躍を期待しています

　新型コロナウイルス感染症は徐々に収束してきてい
ますが、まだまだ油断はできません。以下の項目を守
りながら、みんなで安心して活動を楽しみましょう。

□  体調を確認してから参加する。体調
の悪いときは休む。

□  マスクを着用し、咳エチケットを心
がける。

□ こまめに手洗い、手指の消毒をする。
□ 人と接するときは、間隔をとる。
　　※できれば前後左右1ｍ以上あける。

□ 会話をする時は、正面に立たない。
□  のどが渇く前に、こまめに水分補給
をする。

□  屋外でも人混みに近づいたり、大き
な声で話しかけるのは避
ける。

コロナ禍でもコロナ禍でも

仲間と力合わせ活動を！仲間と力合わせ活動を！
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2
年
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
お

か
げ
で
、
校
区
や
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
で
に
ぎ
わ
っ
た
行
事

が
中
止
に
な
り
、
楽
し
み
が

な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

よ
る
自
粛
生
活
で
み
ん
な
、

足
腰
が
弱
く
な
り
骨
折
も

増
え
、
物
忘
れ
も
ひ
ど
く
な

り
そ
う
で
、
こ
れ
か
ら
先
が

心
配
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
昨
年
度
は
華
の

会
独
自
で
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
会
」
と
「
茶
話
会
」

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、
毎

年
新
し
い
会
員
を
増
や
す

努
力
を
し
て
い
か
な
い
限

り
、
亡
く
な
っ
た
り
施
設
に

入
所
し
た
り
で
会
員
は
自

然
に
減
っ
て
い
く
宿
命
を

も
っ
て
い
る
組

織
で
す
。

　

私
た
ち
の
ク

ラ
ブ
は
、
こ
こ

を
始
め
ま
し
た
。「
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
会
」
は
、
月

2
回
公
民
館
広
場
で
「
茶
話

会
」
は
、
月
1
回
公
民
館
い

こ
い
の
家
で
行
っ
て
い
ま

す
。

　

田
島
校
区
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
連
合
会
で
は
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
を
週
2
回
練
習

し
て
お
り
、
各
種
大
会
や
遠

征
大
会
等
で
活
躍
さ
れ
る

方
が
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
華
の
会
会
員
で
校
区

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
へ

の
参
加
者
は
5
名
ほ
ど
で
、

ほ
と
ん
ど
の
方
が
未
経
験

で
す
。
数
年
前
ま
で
は
、
近

く
の
公
園
で
み
ん
な
で
練

習
し
て
い
ま
し
た
が
、
参
加

者
が
減
り
中
断
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

昨
年
度
、
校
区
の
シ
ニ
ア

代
表
の
方
が
、
公
園
は
子
ど

も
た
ち
が
遊
び
に
来
る
の

で
練
習
す
る
の
は
危
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
初
心
者
練

習
は
、
公
民
館
広
場
で
練
習

で
き
る
よ
う
に
交
渉
し
て

く
だ
さ
り
、
私
た
ち
は
安
心

2
、
3
年
、
毎
年
亡
く
な
る

人
が
続
き
、
他
方
で
新
し
く

入
ら
れ
る
方
が
お
ら
ず
、
つ

い
に
2
年
前
に
会
員
が
30

名
を
割
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
ま
さ
に
組
織
と
し
て
危

機
的
状
況
を
迎
え
て
い
ま

す
。

　

な
ぜ
会
員
が
増
え
な
い

の
か
。
正
直
、
こ
の
難
題
の

し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

を
練
習
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

な
お
、
現
在
の
参
加
者
は

男
性
が
2
名
、
女
性
は
6
名

く
ら
い
で
す
。
今
後
、
多
く

の
方
が
参
加
さ
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

は
じ
め
は
、
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
の
握
り
方
や
打
ち
方
、
点

数
の
つ
け
方
な
ど
、
な
に
も

か
も
初
め
て
で
、
球
が
右
へ

左
へ
と
転
が
っ
て
い
ま
し

た
が
、
係
の
方
に
教
え
て
い

た
だ
き
な
が
ら
、
少
し
ず
つ

旗
に
め
が
け
て
打
て
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
上
級
者

に
近
づ
く
に
は
ほ
ど
遠
い

道
の
り
で
す
が
、
皆
さ
ん
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

解
決
方
法
が
見
つ
か
ら
ず

悩
ん
で
い
ま
す
。
会
の
行
事

が
毎
年
同
じ
こ
と
の
繰
り

返
し
で
変
化
が
な
い
た
め
、

会
員
自
身
も
新
し
い
会
員

を
増
や
し
て
い
こ
う
と
い

う
意
欲
も
薄
れ
て
き
て
い

る
の
も
一
つ
の
原
因
だ
と

思
い
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、
高
齢

者
に
と
っ
て
本
当
に
楽
し

く
生
き
が
い
あ
る
組
織
に

も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
加
入
者

が
増
え
な
い
の
か
。

　

今
、
公
民
館
で
は
様
々
な

サ
ー
ク
ル
活
動
が
活
発
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に

多
く
の
高
齢
者
が
参
加
し

て
お
り
、
活
動
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
サ
ー
ク
ル
活

動
は
、
内
容
の
面
で
も
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
と
競
合
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
に
会
員
が
増
え

な
い
、
よ
り
根
本
的
な
背

　
「
茶
話
会
」
は
10
名
く
ら

い
の
参
加
で
全
員
女
性
で

す
。
活
動
は
、
皆
さ
ん
の
要

望
に
合
わ
せ
て
係
の
方
が

準
備
さ
れ
た
も
の
づ
く
り

が
中
心
で
す
。
コ
ー
ス
タ
ー

や
手
提
げ
、
指
編
み
の
毛
糸

の
ネ
ッ
ク
レ
ス
、
ク
リ
ス
マ

ス
や
正
月
の
飾
り
物
等
、
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲

気
の
中
で
作
成
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
は
、
男
性
の
方
々
も

参
加
し
た
く
な
る
よ
う
な

内
容
を
、
み
ん
な
で
考
え
ら

れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
係
の
方
を
中
心
に

ど
ん
な
ア
イ
デ
ア
が
浮
か

ぶ
か
楽
し
み
で
す
。

田
島
校
区
　
田
島
華
の
会

全
員
が
楽
し
め
る
活
動
を

会
長
　
赤
松
　
瓊
子
（
83
）

田
島
校
区
　
田
島
1
丁
目
銀
杏
会

新
企
画
で
ク
ラ
ブ
存
続
へ

会
長
　
加
茂
　
貞
司
（
81
）

景
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

で
は
、
今
後
、
高
齢
者
の

組
織
と
し
て
生
き
残
っ
て

い
く
た
め
に
は
ど
う
し
て

い
け
ば
良
い
の
か
。
名
案
は

す
ぐ
に
は
出
て
こ
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
知
恵
と

工
夫
を
凝
ら
し
て
何
か
新

し
い
企
画
を
み
ん
な
で
考

え
て
い
く
し
か
な
い
と
思

い
ま
す
。
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城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

ふ
れ
あ
い
　
投
稿
文
掲
載

七隈校区　七隈南町長寿会
� 公民館主事　江藤　浩美（61）

シニアクラブ？喜んで！シニアクラブ？喜んで！

　

樋
井
川
中
流
の
油
山
観
光

道
橋
際
に
た
く
さ
ん
の
鯉
の

ぼ
り
が
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に

泳
い
で
い
ま
し
た
。
以
前
は

こ
の
少
し
下
流
、
友
泉
亭
橋

の
近
く
に
は
錦
鯉
が
群
れ
を

な
し
て
泳
い
で
い
ま
し
た

が
、
川
浚
え
が
あ
っ
て
川
の

様
子
が
変
わ
り
、
今
で
は
見

か
け
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
七
隈
南
町
長
寿
会

の
会
員
と
し
て
七
隈
公
民

館
で
主
事
の
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。

　

最
近
の
七
隈
南
町
長
寿

会
の
活
動
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

防
止
の
た
め
、
様
々
な
行
事

を
中
止
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
が
と
て
も
楽
し
み
に
し

て
い
た
「
バ

ス
ハ
イ
ク
」

や
自
治
会
と

タ
イ
ア
ッ
プ

し
た
「
敬
老

会
」
も
実
施

を
諦
め
ざ
る

を
得
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ

れ
で
も
継
続

し
て
行
っ
て
い
る
こ
と
も

い
く
つ
か
あ
る
の
で
、
私
も

会
員
と
し
て
一
緒
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
菊
池
神
社
裏
の

公
園
の
清
掃
は
月
に
1
回

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と

3
、
4
カ
月
に
1
週
間
だ
け

リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
の

整
理
と
鍵
当
番
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
先
輩
方
を
見

習
っ
て
、
ま
だ
ま
だ
修
行
中

で
す
。

　

幸
い
七
隈
南
町
長
寿
会

は
、
会
長
の
努
力
が
あ
っ
て

会
員
が
増
え
ま
し
た
が
、
校

区
内
に
は
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

が
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
会

員
が
増
え
な
い
悩
み
を
抱

え
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。

　

私
は
公
民
館
主
事
と
し

て
、
来
館
し
た
方
で
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
を
ご
存
じ
な
い
方

に
は
加
入
を
勧
め
た
り
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
残
念

な
が
ら
見
て
と
れ
る
よ
う

な
効
果
は
ま
だ
現
れ
て
い

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
自
分

で
も
何
か
も
っ
と
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
と
考
え
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
「
会
員
に
な
っ
て

い
な
い
人
の
目
に
触
れ
る

お
知
ら
せ
を
し
よ
う
」
と
公

民
館
だ
よ
り
3
月
号
と
4

月
号
に
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会

員
募
集
の
記
事
を
掲
載
し

ま
し
た
。
問
い
合
わ
せ
の
方

は
ま
だ
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

せ
ん
が
、
会
員
の
皆
さ
ん
が

ご
近
所
さ
ん
を
誘
い
や
す

く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

い
く
つ
に
な
っ
て
も
人

の
役
に
立
ち
た
い
、
自
分
ら

し
く
い
き
い
き
と
過
ご
し

た
い
、
困
っ
た
と
き
助
け
た

り
助
け
ら
れ
た
り
、
お
し
ゃ

べ
り
し
て
笑
っ
た
り
し
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。
私
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
皆
さ
ん

も
そ
う
い
う
日
々
を
願
っ

て
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

仕
事
や
介
護
で
忙
し
く

て
、
町
の
こ
と
や
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
の
こ
と
に
関
わ
れ
な

か
っ
た
ご
近
所
さ
ん
が
も

し
い
ま
し
た
ら
、
お
せ
っ
か

い
と
思
わ
れ
る
の
を
恐
れ

ず
に
お
誘
い
さ
れ
て
み
た

ら
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

ニ
ュ
ー
ス
で
は
あ
ち
こ
ち

の
観
光
地
な
ど
で
、
た
く
さ

ん
の
鯉
の
ぼ
り
が
川
の
上
に

泳
ぐ
様
子
が
見
ら
れ
ま
す

が
、
福
岡
市
内
で
見
た
の
は

初
め
て
で
し
た
。

　

こ
の
鯉
の
ぼ
り
の
泳
ぐ
姿

の
よ
う
に
わ
が
町
も
コ
ロ
ナ

が
な
く
な
り
元
気
に
な
る
こ

と
が
願
わ
れ
ま
す
。

鳥
飼
校
区
　
第
2
五
葉
会

�

上
原
　
喜
進（
85
）

樋
井
川
に
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り

樋
井
川
に
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り

気持ちよさそうに泳ぐ鯉のぼり気持ちよさそうに泳ぐ鯉のぼり
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私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

南
片
江
校
区
　
南
片
江
第
一
長
寿
会

�

天
本
　
宏
（
81
）

福
岡
の
ル
ー
ツ

福
岡
の
ル
ー
ツ

　

福
岡
城
は
、
福
岡
藩
初
代

藩
主
黒
田
長
政
が
父
官
兵
衛

と
築
い
た
城
で
す
。
那
珂
郡

警
固
村
福
崎
の
地
、
大
休
連

山
の
一
角
、
赤
坂
山
を
1
段

削
っ
て
本
丸
23
㍍
、
2
段

削
っ
て
二
の
丸
18
㍍
、
3
段

目
を
広
げ
て
三
の
丸
8
㍍
の

高
さ
の
位
置
に
、
本
城
周

り
を
水
濠
（
外
濠=

大
堀
）

で
囲
み
、
四
面
に
水
の
力
を

取
り
い
れ
た
梯
郭
式
の
平
山

城
で
す
。
ま
た
、
１
６
０
１

年
に
建
設
に
着
手
、
7
年
か

け
て
、
１
６
０
７
年
に
完
成

と
な
り
ま
し
た
。

〜
官
兵
衛
が
詠
ん
だ
句
〜

　

松
梅
や

　

末
な
が
か
れ
と

　

み
ど
り
た
つ

　

山
よ
り
つ
づ
く

　

さ
と
は
ふ
く
岡

　

こ
の
句
に
ち
な
ん
で
、
地

名
は
福
岡
、
城
を
福
岡
城
と

名
づ
け
ら
れ
、
櫓
47
基
、
門

10
門
、
出
入
口
は
上
の
橋
御

門
、
下
の
橋
御
門
、
追
廻
橋

御
門
の
3
御
門
と
し
、
藩
祖

官
兵
衛
65
番
目
の
築
城
で
、

英
和
の
結
晶
に
な
り
ま
す
。

　

鶴
が
羽
撃
つ
姿
に
似
た
形

か
ら
舞
鶴
城
と
も
言
わ
れ
、

熊
本
城
築
城
の
加
藤
清
正
を

し
て
「
俺
の
城
は
3
、
4
日

で
落
ち
る
だ
ろ
う
が
舞
鶴
城

は
30
日
や
40
日
は
大
丈
夫
だ

ろ
う
」と
う
な
ら
せ
た
ほ
ど
、

創
意
工
夫
に
満
ち
て
い
ま
し

た
。

　

福
岡
部
は
城
を
中
心
に
町

が
構
成
さ
れ
、
武
家
屋
敷
が

多
く
立
ち
並
ん
で
お
り
ま
し

た
。
家
老
は
城
内
、
上
級
家

臣
は
大
名
、
天
神
周
辺
、
中

級
家
臣
は
荒
戸
周
辺
、
下
級

家
臣
は
地
行
、
谷
、
春
吉
で

城
下
の
周
辺
部
、
御
船
方
は

西
公
園
下
、
御
馬
方
や
御
鷹

方
は
南
部
の
赤
坂
山
周
辺
に

住
ん
で
い
ま
し
た
。現
在
は
、

桜
の
季
節
に
な
る
と
、
境
内

に
約
１
０
０
０
本
の
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
、
技
垂
れ
桜
等
が
咲

き
、
多
く
の
見
物
客
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

明
治
4
（
１
８
７
１
）
年

7
月
の
廃
藩
置
県
後
か
ら
は

福
岡
県
庁
と
し
て
使
用
さ

れ
、
明
治
6
年
6
月
に
起

こ
っ
た
筑
前
竹
槍
一
揆
の
傷

跡
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、

明
治
9
年
7
月
に
天
神
町
に

移
転
し
ま
し
た
。

　

福
岡
城
本
丸
跡
の
歩
兵

二に
じ
ゅ
う
し

十
四
連
隊
駐
屯
地
跡
は
、

明
治
19
年
8
月
か
ら
終
戦
ま

で
、
３
５
０
０
名
の
兵
隊
が

駐
屯
。
突
撃
型
の
連
隊
で
、

日
清
戦
争
の
旅
順
攻
略
や
日

露
戦
争
の
蛤は
ま
た
ん

蟆
塘
で
の
死
闘

で
「
肉
弾
三
勇
士
」
で
全
国

に
勇
名
を
馳
せ
ま
し
た
。

福
岡
城

（
城
跡
面
積
約
24
万
坪
）

平
和
台
の

�

ス
ポ
ー
ツ
競
技
場

福
岡
城
三
の
丸
御
殿

　

昭
和
22
（
１
９
４
７
）
年

当
時
、
福
岡
国
体
事
務
局
長

岡
部
平
太
が
、
こ
の
地
に
ス

ポ
ー
ツ
競
技
場
の
建
設
を
提

案
し
ま
し
た
。「
ス
ポ
ー
ツ

は
平
和
の
証
明
、
平
和
の
ウ

テ
ナ
（
台
）
と
し
て
守
っ
て

い
き
た
い
」
と
し
て
「
Ｐ
ｅ

ａ
ｃ
ｅ　

Ｈ
ｉ
ｌ
ｌ
（
平
和

の
丘
）」す
な
わ
ち「
平
和
台
」

と
命
名
。

　

第
3
回
福
岡
国
民
体
育
大

会
が
昭
和
23
（
１
９
４
８
）

年
10
月
29
日
か
ら
11
月
3
日

ま
で
、
平
和
台
総
合
運
動
場

（
後
の
平
和
台
球
場
）
を
メ

イ
ン
会
場
と
し
て
、
26
の
競

技
種
目
に
１
万
９
６
９
８
名

が
参
加
し
て
、
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

現
在
、
福
岡
城
、
舞
鶴
公

園
、
鴻
臚
館
の
一
帯
を
ま
と

め
て
、
歴
史
と
芸
術
、
文
化
、

観
光
の
発
信
拠
点
と
し
て
、

ま
た
、
県
民
・
市
民
の
い
こ

い
の
場
と
し
て
、
セ
ン
ト
ラ

ル
パ
ー
ク
構
想
が
推
進
さ
れ

て
い
ま
す
。

福岡城址福岡城址

平和台陸上競技場平和台陸上競技場



（9） 第 7 4 号  ふ れ あ い

七
隈
校
区
　
七
隈
南
町
長
寿
会

�

丸
山
　
隆
興
（
78
）

「
そ
の
時
」の
写
真

「
そ
の
時
」の
写
真

　

桜
が
満
開
の
某
日
、
大
濠
・

舞
鶴
公
園
で
写
真
の
モ
デ
ル
に

な
っ
て
い
た
。
市
の
広
報
誌
に

「
桜
の
下
、
和
装
姿
で
思
い
出

の
写
真
を
撮
り
ま
せ
ん
か
」
と

の
お
誘
い
が
載
っ
て
お
り
、
カ

ミ
さ
ん
が
申
し
込
ん
で
い
た
も

の
だ
。

　

写
真
を
撮
る
の
は
好
き
だ

が
、
撮
ら
れ
る
の
は
嫌
い
だ
。

「
お
れ
は
行
か
ん
よ
」
と
同
行

を
拒
否
し
た
が
「
金
婚
式
の
記

念
よ
。
な
に
も
な
い
の
は
寂
し

い
で
し
ょ
う
」
と
カ
ミ
さ
ん
は

言
う
。

　

確
か
に
金
婚
と
い
わ
れ
れ

ば
、ま
あ
、長
い
こ
と
よ
く
保
っ

た
も
の
だ
と
の
感
慨
な
き
に
し

も
あ
ら
ず
。
こ
こ
は
写
真
嫌
い

を
抑
え
て
、
そ
れ
に
感
謝
も
込

め
て
従
う
べ
き
か
と
撮
影
当
日

を
迎
え
た
。
公
園
内
の
施
設
で

貸
衣
装
の
着
物
を
選
ぶ
。羽
織
、

袴
姿
は
こ
の
年
に
な
っ
て
人
生

初
の
経
験
だ
。

　

平
日
だ
っ
た
が
、
公
園
に

は
多
く
の
花
見
客
が
訪
れ
て
、

そ
の
ど
真
ん
中
で
撮
影
が
始

ま
っ
た
。

　
「
表
情
が
固
い
。
は
い
っ
、

に
こ
っ
と
笑
っ
て
」「
少
し
あ

ご
を
引
い
て
、
は
い
っ
、
そ
う

そ
う
」。

　

花
見
客
が
笑
い
な
が
ら
通
り

過
ぎ
る
。
あ
げ
く
に
カ
メ
ラ
マ

ン
氏
は
「
ご
主
人
、
奥
さ
ん
の

手
を
握
り
ま
し
ょ
う
か
」「
腰

に
手
を
回
し
て
」。

　

２
０
１
９
年
が
終
わ
ろ
う
と

し
て
い
る
時
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
と
い
う
疫
病
が

発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
時
か
ら

コ
ロ
ナ
が
世
界
に
広
が
り
感
染

を
し
な
い
よ
う
に
す
る
、
命
を

守
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
何
よ

り
優
先
さ
れ
る
日
常
生
活
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
影
響
で
活
動

が
制
限
さ
れ
、
外
出
も
外
食
も

楽
し
め
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

い
つ
か
感
染
の
恐
れ
は
な
く

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
き
っ
と

そ
う
な
る
時
が
来
る
と
信
じ

て
、
解
放
の
喜
び
を
待
っ
て
い

ま
す
。

　

ふ
と
、
１
９
４
５
年
の
夏
を

思
い
出
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ

堤地区　東油山老人クラブ
� 宮谷　弘子（80）

恐れ二つ恐れ二つ

ル
ス
の
襲
撃
な
ら
ぬ
ア
メ
リ
カ

の
爆
撃
機
の
落
と
す
爆
弾
に
恐

れ
る
日
常
生
活
。
ス
テ
イ
ホ
ー

ム
な
ら
ぬ
ス
テ
イ
防
空
壕
。
や

が
て
飛
行
機
は
来
な
く
な
り
、

防
空
壕
か
ら
出
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

で
も
、
進
駐
軍
が
来
て
兵
隊

さ
ん
が
怖
か
っ
た
で
す
。
兵
隊

さ
ん
は
、
鬼
か
野
獣
の
よ
う
に

教
え
ら
れ
て
い
た
の
で
、
近
づ

か
な
い
よ
う
に

し
て
い
ま
し
た

(

マ
ス
ク
し
て

い
た)

。

　

あ
る
日
偶
然

に
出
く
わ
し
た

兵
隊
さ
ん
は
、

幼
い
私
を
抱
き
上
げ
、
優
し
く

微
笑
み
か
け
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

を
く
れ
ま
し
た
。
初
め
て
食
べ

た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
お
い
し

か
っ
た
こ
と
。
聞
い
て
い
た

こ
と
と
自
分
で
見
た
こ
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
の
解
明
が
私
の
人
生

の
始
ま
り
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
自
分
の
国
以
外

の
国
や
人
間
を
知
り
た
い
と
英

文
学
を
学
ぶ
こ
と
に
し
ま
し

た
。
4
年
間
の
大
学
の
勉
強
で

も
分
か
ら
な
か
っ
た
た
め
、
生

徒
た
ち
と
一
緒
に
考
え
て
み
よ

う
と
教
職
に
就
き
ま
し
た
が
分

か
り
ま
せ
ん
。

　

謎
解
き
を
続
け
て
い
る
う
ち

に
、
地
域
の
福
祉
活
動
の
ボ
ラ

　

で
き
る
か
っ
、そ
ん
な
こ
と
。

顔
が
こ
わ
ば
り
か
ら
引
き
つ
り

に
変
わ
っ
て
い
く
。
早
く
終
わ

る
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
て
ふ

と
「
そ
の
時
」
の
写
真
の
こ
と

が
浮
か
ん
だ
。

　

撮
ら
れ
る
の
は
嫌
い
だ
か

ら
、
残
っ
て
い
る
写
真
は
少
な

い
。
町
内
行
事
の
記
念
撮
影
な

ど
で
も
、
端
っ
こ
か
後
ろ
に
顔

だ
け
出
し
て
い
る
の
が
数
枚
あ

る
だ
け
で
、つ
ま
り
「
そ
の
時
」

に
飾
る
写
真
が
な
い
の
だ
。
こ

れ
で
は
家
族
が
困
る
だ
ろ
う
。

　

今
回
は
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
写

真
を
残
し
て
お
く
い
い
機
会
と

考
え
た
ら
、
恥
ず
か
し
さ
が
薄

れ
て
、
カ
ミ
さ
ん
に
冗
談
を

言
っ
て
笑
わ
せ
る
余
裕
も
出
て

き
た
。
カ
メ
ラ
マ
ン
氏
は
そ
こ

も
き
ち
ん
と
撮
っ
て
い
て
、
そ

の
後
、受
け
取
っ
た
写
真
に
は
、

夫
婦
で
顔
を
見
合
わ
せ
て
笑
っ

て
い
る
、
そ
ん
な
姿
は
初
め
て

の
一
枚
が
あ
っ
た
。

ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て
、
回
答
が

見
え
始
め
て
き
ま
し
た
。「
人

は
み
な
同
じ
。
人
権
の
重
さ
は

み
な
同
じ
。」

　

そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
も
ま
た
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
命
あ
る
も

の
み
な
同
じ
。
人
間
だ
け
で
な

く
地
球
も
含
め
て
、
命
あ
る
も

の
み
な
安
全
に
生
き
な
け
れ

ば
。「
自
然
環
境
を
大
切
に
」。

　

私
は
、
水
が
大
好
き
で
無
駄

使
い
ば
か
り
し
て
し
ま
い
ま

す
。
帰
っ
た
孫
の
お
礼
の
手
紙

に
は
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
水
使
い

す
ぎ
ー
」
と
、
書
か
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
私
は
桜
が
大
好

き
で
、
満
開
の
時
期
に
は
毎
日

見
に
行
く
つ
も
り
で
す
。

　ボッチャとは、赤・青のそれぞれ6球ずつのボールを投げ、ジャックボール（目
標球）と呼ばれる白いボールにいかに近づけるかを競うニュースポーツです。
　カーリングのように相手のボールを弾いたりして、自分が優位に立てるよ
う位置取りをしていきますが、的も弾いて移動させることができるため、カー
リングとは一味違う戦略や魅力がある競技です。
　誰でも簡単にできるスポーツですので、ぜひクラブの活動として取り入れ、
活動の幅を広げましょう！

活動にひと工夫！活動にひと工夫！〜ボッチャ〜〜ボッチャ〜
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今
、
世
界
で
は
、
地
球
温
暖
化

に
よ
り
気
温
の
上
昇
が
続
い
て

い
ま
す
。産
業
革
命
以
前（
１
３
０

年
前
）
と
比
べ
て
、
世
界
の
平

均
気
温
は
1
・
1
℃
も
上
昇
し

て
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化
の
影

響
で
世
界
各
地
で
50
℃
以
上
の

高
温
や
熱
波
、
豪
雨
や
洪
水
、

干
ば
つ
や
森
林
火
災
な
ど
の
気

候
変
動
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
の
原
因
は
、
人
間

の
活
動
に
よ
っ
て
排
出
さ
れ
る

温
室
効
果
ガ
ス
（
主
にC

O
2

）

の
増
加
に
よ
る
も
の
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
現
在
、
１
２
５
の

国
と
1
地
域
が
２
０
５
０
年
ま

で
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

（C
O
2

の
排
出

を
実
質
ゼ
ロ
に
す

る
）
を
表
明
し
て
い
ま
す
。
世

界
全
体
で
早
急
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
い
け
な
い
課
題
だ
と
思

い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
周
り
に
は
い
つ
の

間
に
か
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
が

あ
ふ
れ
、
使
い
捨
て
の
生
活
に

慣
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
便

利
に
な
っ
た
反
面
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
が
ご
み
と
し
て
捨
て
ら
れ
、
海

洋
汚
染
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
日
々
の
生
活
を
少
し
見
直

す
こ
と
で
で
き
るC

O
2

削
減
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
レ
ジ
袋

が
有
料
化
に
な
っ
た
時
、
ち
ょ
っ

と
戸
惑
い
や
不
便
さ
を
感
じ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
レ

ジ
袋
を
エ
コ
バ
ッ
グ
に
変
え
る

こ
と
でC

O
2

を
削
減
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
水
筒
を
持
ち
歩

　

昭
和
初
期
以
後
の
長
尾
八
幡

宮
境
内
は
８
２
８
坪
で
し
た
。

昭
和
中
期
、
長
尾
地
区
の
都
市

化
が
進
み
、
隣
接
す
る
長
尾
小

学
校
の
児
童
数
が
激
増
す
る
と
、

2
度
に
渡
っ
て
学
校
に
土
地
を

分
譲
し
、
校
庭
拡
大
に
寄
与
し

ま
し
た
。
神
殿
も
老
朽
化
の
た

め
昭
和
初
期
に
建
て
替
え
、
屋

根
を
銅
板
張
り
と
し
、
床
は
高

床
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
第
二
次
世
界
大
戦
ま

で
絵
馬
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
が
、
終
戦
後
、
浮
浪
児
が
床

下
に
住
み
つ
き
、
厳
寒
期
に
暖

を
取
る
た
め
絵
馬
を
焼
い
て
し

ま
っ
た
の
で
現
存
す
る
の
は
1

枚
の
み
で
す
。「
保
存
木
の
楠
」

は
、
天
神
森
に
昔
か
ら
自
生
し

て
育
っ
た
も
の
で
樹
齢
推
定

５
０
０
年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
見
事
な
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
各
地
域
の
八
幡

宮
と
い
え
ば
皆
様
ご
存
知
の
大

和
朝
廷
第
15
代
応
神
天
皇
で
す

が
、
神
功
皇
后
の
胎
内
に
あ
っ

て
新
羅
を
攻
め
た
と
い
う
こ
と

か
ら
、「
胎
中
天
皇
」
と
も
言
わ

れ
、
武
人
の
神
と
し
て
仰
が
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
「
石
清
水
八
幡
宮
」

が
「
八
幡
宮
の
第
1
号
」
と
な
り
、

鎌
倉
幕
府
の
開
府
に
は
源
頼
朝

に
よ
っ
て
武
人
の
神
と
し
て
崇

め
ら
れ
た
石
清
水
八
幡
宮
の
分

霊
が
祀
ら
れ
て
「
鶴
岡
八
幡
宮
」

が
で
き
「
八
幡
宮
第
2
号
」
と

な
り
ま
し
た
。

　

八
幡
神
社
が
全
国
に
勧
請
さ

れ
、
土
地
の
産
神
と
し
て
祀
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

も
そ
も
八
幡
宮
は
「
第
15
代
応

神
天
皇
」・
そ
の
母
神
功
皇
后
・

玉
依
姫
の
三
神
を
祀
る
の
が
原

型
と
さ
れ
て
い
ま
す
。ち
な
み
に
、

玉
依
姫
命
は
「
初
代
天
皇
神
武

天
皇
」
の
母
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

漠
然
と
し
て
い
た
八
幡
宮
の

由
来
が
分
か
り
ま
し
た
。
地
域

に
鎮
座
し
て
い
る
八
幡
様
が
、

平
成
17
年
3
月
の
西
方
沖
地
震

で
半
壊
し
た
た
め
、
拝
殿
修
復

工
事
に
ご
賛
同
を
お
願
い
し
、

建
設
委
員
会
を
設
置
し
、
各
町

の
役
員
さ
ん
た
ち
が
寄
付
金
集

め
に
奔
走
し
て
、
予
算
の
ほ
ぼ

満
額
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
２
０
７
団
体
の
ご
賛
同

の
も
と
、
約
3
カ
月
ほ
ど
で
見

事
に
拝
殿
が
竣
工
。
ち
な
み
に
、

祭
事
は
「
観
梅
会
」・
夏
祭
り
の

子
ど
も
み
こ
し
の
お
祓
い
な
ど
、

今
で
は
初
詣
・
普
段
の
お
参
り

の
方
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
か
、
お
賽
銭
泥
棒
が
あ

り
ま
す
。
い
つ
か
逮
捕
さ
れ
る

こ
と
を
祈
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
私
は
当
宮
の
顧
問

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は

辞
退
し
て
い
ま
す
。

長尾校区　長尾第一朋友会
会長　津留崎　利雄 (88)

西方沖地震後の八幡宮西方沖地震後の八幡宮

七
隈
校
区
　
七
隈
南
町
長
寿
会

�

坂
田
　
幸
子
（
66
）

「
地
球
温
暖
化
」で
き
る
こ
と
は

「
地
球
温
暖
化
」で
き
る
こ
と
は

け
ば
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
使
用

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

福
島
原
発
事
故
の
後
、
電
力

の
自
由
化
に
よ
り
電
力
会
社
を

自
分
で
選
べ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
私
は
迷
わ
ず
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
気
を
選
び
ま

し
た
。
今
は
当
た
り
前
と
思
っ

て
い
る
こ
と
が
20
〜
30
年
後
に

は
当
た
り
前
じ
ゃ
な
く
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

地
球
温
暖
化
に
よ
っ
て
大
き

な
影
響
を
受
け
る
の
は
、C

O
2

を
ほ
と
ん
ど
出
し
て
い
な
い
発

展
途
上
国
の
人
た
ち
や
未
来
の

人
た
ち
で
す
。
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
、
持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、
私
た
ち

が
で
き
る
こ
と
を
今
日
か
ら
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
？
日
々
、
健

康
に
穏
や
か
に
過
ご
す
こ
と
で

精
一
杯
の
私
た
ち
で
す
が
、
少

し
未
来
に
も
目
を
向
け
て
前
向

き
に
暮
ら
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

◆原稿のジャンルは、クラブ活動、旅行記、
　郷土史、随想、文芸（俳句、短歌、川柳）など

◆写真もあわせてぜひお送りください。
　（写真はきれいなものをお願いします）

◆クラブ名、氏名、年齢、連絡先を明記してくだ
さい。

◆縦書き原稿用紙400字詰、2枚以内
　（※楷書でお願いいたします。ワープロも可）

◆お送りいただく原稿は、全て自作未発表の
　ものに限ります。（二重投稿はご遠慮ください）

※ 紙面の都合上一部割愛、掲載見送り等をする場
合もあります。

原稿締切：令和4年9月30日（金）原稿締切：令和4年9月30日（金）

ふれあい第 75 号ふれあい第 75 号 （令和5年 1月発行）（令和5年 1月発行）

〒 814-0192
城南区鳥飼６–1–1 城南区役所１階
城南区シニアクラブ連合会事務局
 TEL：092-833-4107

宛
　
先

　次号「ふれあい第 75号」に掲載する原稿を　次号「ふれあい第 75号」に掲載する原稿を
募集しております。募集しております。
　下記の要領にて募集いたしますので、皆様の　下記の要領にて募集いたしますので、皆様の
ご投稿をお待ちしています！ご投稿をお待ちしています！

原稿募集原稿募集

　

こ
の
た
び
は
「
ふ
れ
あ
い
」

の
発
行
に
あ
た
り
ま
し
て
広
告

の
掲
載
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
紙
は
、
会
員
が
豊
か
で
幸

せ
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
と
願
っ
て
発
行
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ど
う
か
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

�

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

◆◆
ス
ポ
ン
サ
ー
の
皆
様
へ
の
お
礼

ス
ポ
ン
サ
ー
の
皆
様
へ
の
お
礼

◆
編
集
後
記

◆
編
集
後
記

　

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合

会
「
ふ
れ
あ
い
第
74
号
」
を
お

届
け
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
に
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
、
令

和
4
年
度
総
会
を
は
じ
め
単
位

ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
や
各

種
事
業
も
一
部
自
粛
が
余
儀
な

く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
も
、
会
員
の
皆
様
か
ら

多
数
の
ご
投
稿
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
文
芸
作
品
（
短
歌
、

俳
句
、
川
柳
な
ど
）
の
ご
投

稿
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
広
報
紙
「
ふ
れ
あ
い
」

を
通
し
て
、
城
南
区
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
い
ろ
い
ろ
な
取

り
組
み
や
楽
し
み
、
様
々
な
情

報
な
ど
を
お
届
け
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
も
、
ぜ
ひ
読
み
手
か
ら

書
き
手
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
ご
自
身
の
豊
富
な
経
験
を
、

ち
ょ
っ
と
だ
け
ご
披
露
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ご
投
稿

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

広
報
部
一
同



（11） 第 7 4 号  ふ れ あ い

文
芸

　　

田
島
校
区　

第
６
桜
会

田
島
校
区　

第
６
桜
会��

山
野
井　

豊
子（

山
野
井　

豊
子（
9393
））

ド
ク
タ
ー
の
真
顔
に
う
た
る
検
診
日

ド
ク
タ
ー
の
真
顔
に
う
た
る
検
診
日

デ
イ
ケ
ア
の
笑
顔
の
灯
り
今
日
も
行
く

デ
イ
ケ
ア
の
笑
顔
の
灯
り
今
日
も
行
く

デ
イ
ケ
ア
で
方
言
丸
出
し
母
強
し

デ
イ
ケ
ア
で
方
言
丸
出
し
母
強
し

　

田
島
校
区　

第
６
桜
会

　

田
島
校
区　

第
６
桜
会��

金
子　

琢
一
郎（

金
子　

琢
一
郎（
8888
））

コ
ロ
ナ
禍
も
６
波
と
云
う
が
何
波
ま
で（
呑
気
人
）

コ
ロ
ナ
禍
も
６
波
と
云
う
が
何
波
ま
で（
呑
気
人
）

ど
こ
へ
行
く
マ
ス
ク
、手
洗
い
密
を
さ
け

ど
こ
へ
行
く
マ
ス
ク
、手
洗
い
密
を
さ
け

��

（
皆
ん
な
ウ
ル
サ
イ

（
皆
ん
な
ウ
ル
サ
イ
）　）　

バ
ス
ハ
イ
ク
皆
ん
な
待
っ
て
る
早
く
し
て

バ
ス
ハ
イ
ク
皆
ん
な
待
っ
て
る
早
く
し
て

��

（
コ
ロ
ナ
終
息
を
願
う
）　

（
コ
ロ
ナ
終
息
を
願
う
）　

　

長
尾
校
区　

長
尾
第
一
朋
友
会

　

長
尾
校
区　

長
尾
第
一
朋
友
会��

津
留
﨑　

利
雄（

津
留
﨑　

利
雄（
8888
））

人
の
世
に
脅
威
も
た
ら
す
コ
ロ
ナ
軍

人
の
世
に
脅
威
も
た
ら
す
コ
ロ
ナ
軍

晴
れ
や
か
に
二
人
の
幸
ぞ
寿
か
ん

晴
れ
や
か
に
二
人
の
幸
ぞ
寿
か
ん

　

堤
地
区　

東
油
山
老
人
ク
ラ
ブ

　

堤
地
区　

東
油
山
老
人
ク
ラ
ブ��

石
井　

和
子（

石
井　

和
子（
8585
））

次
の
世
も
あ
な
た
と
共
に
過
ご
し
た
い

次
の
世
も
あ
な
た
と
共
に
過
ご
し
た
い

す
れ
違
う
逝
き
し
夫
に
瓜
二
ツ

す
れ
違
う
逝
き
し
夫
に
瓜
二
ツ

川　

柳

　

堤
地
区　

東
油
山
老
人
ク
ラ
ブ

　

堤
地
区　

東
油
山
老
人
ク
ラ
ブ��

石
井　

和
子（

石
井　

和
子（
8585
））

古
池
に
鴨
戯
る
る　

小
春
日
や

古
池
に
鴨
戯
る
る　

小
春
日
や

　

別
府
校
区　

第
四
鶴
寿
会

　

別
府
校
区　

第
四
鶴
寿
会��

野
口　

久
美
子（

野
口　

久
美
子（
8080
））

電
柱
の
影
の
通
り
に
立
つ
炎
昼

電
柱
の
影
の
通
り
に
立
つ
炎
昼

し
ゃ
く
し
ゃ
く
と
山
を
崩
し
て
か
き
氷

し
ゃ
く
し
ゃ
く
と
山
を
崩
し
て
か
き
氷

駆
け
出
す
も
波
と
戻
る
子
海
開
き

駆
け
出
す
も
波
と
戻
る
子
海
開
き

俳　

句

短　

歌

　

堤
地
区　

東
油
山
老
人
ク
ラ
ブ

　

堤
地
区　

東
油
山
老
人
ク
ラ
ブ��

石
井　

和
子（

石
井　

和
子（
8585
））

毅
然
と
し
大
正
か
ら
令
和
と
四
世
代

毅
然
と
し
大
正
か
ら
令
和
と
四
世
代

　
　

名
残
り
惜
し
ん
で
白
寿
か
な

　
　

名
残
り
惜
し
ん
で
白
寿
か
な

老人クラブ会員に限ります。1人１口加入で年齢制限はありません。

老人クラブ会員向けに傷害保険・賠償責任保険で安心補償

①対 象：

〒100-8822  東京都千代田区霞が関３-３-２  新霞が関ビル５階

公益財団法人

〈取扱代理店〉有限会社 シニアサービス社　TEL.03-3597-8768
〈引受幹事保険会社〉 東京海上日動火災保険株式会社 医療・福祉法人部　TEL.03-3515-4143

ホームページ  http://www.senior-ltd.com/ メールアドレス  hoken@senior-ltd.com

03-3597-8770
お問い合わせ
ご相談 先専用FAX 03-3597-8767

加入申込書等、
資 料 請 求 先

受付時間 9：30から12：00まで〈土、日、祝祭日、年末年始休〉13：00から17：00まで

③補償範囲・掛金タイプ：

※この広告は、以下の商品についてご紹介したものです。
【老人クラブ傷害保険】
老人クラブ団体傷害保険特約付帯傷害保険・総合生活保険（傷害補償）

【老人クラブ団体賠償責任保険】
施設賠償責任保険・生産物賠償責任保険
ご加入にあたっては、必ず「パンフレット」「概要」「重要事項説明書」をよ
くお読みください。詳細は、ご契約者である団体の代表者にお渡しして
あります保険約款によりますが、ご不明な点は、代理店までお問い合わ
せください。

②保険始期月および保険期間： 年に２回の募集となります。
保険始期月
10月
4月

保険期間
10月1日午後4時から1年間
  4月1日午後4時から1年間

手続き期間（締切日厳守）
7月15日～9月15日まで
1月15日～3月15日まで

◆この保険の対象は、全国老人クラブ連合会に連なる都道府県・指定都市老連および市区町村老連に加入している単位老人クラブです。
◆全国老人クラブ連合会が契約者となり、各単位老人クラブで取りまとめて申し込む団体保険です。個人での加入手続きはできません。
◆新規加入をご希望、ご検討の際は、クラブで担当者を決めて全老連「保険係」まで資料をご請求ください。
〈資料請求受付期間〉

日常生活全般のケガを補償（新型コロナを含む※特定感染症危険補償特約付）。
自転車事故を含む個人賠償責任補償や地震・噴火・津波補償、熱中症危険補償が付いたタイプ
もあります。
老人クラブ活動中のケガを補償

2022年3月作成　21-TC11211

【 傷 害 保 険 】4月始期⇒ 1/4から2月末頃まで、10月始期⇒ 7/1から8月末頃まで
【賠償責任保険】随時受付中

◆24時間型…

◆ 活 動 型…

自分がケガをした時の保険です。（病気は対象外）傷 害 保 険

単位老人クラブ（全員加入が条件となります）　  毎年10月から1年間（中途加入可）　  1人年額100円（最低引受保険料3,000円）　  支払限度額1億円
①対 象 ③掛 金②保険期間 ④補 償

いきいき活動を
支える

賠償責任保険 他人の物を壊したり、ケガをさせた時＊1の保険。〈自分のケガは対象になりません。〉
＊１ 法律上の賠償責任が伴う対人・対物事故が対象です。

　全国老人クラブ連合会では会員

の方向けに、

①傷害保険 24時間型

②傷害保険活動型

③賠償責任保険

以上の 3つの保険をご案内して

います。

　万一に備えて、会員みんなで、

そしてクラブでぜひ加入し、いき

いきと活動しましょう。

仲間と安心して仲間と安心して
� 活動するために� 活動するために

老人クラブ会員向けの老人クラブ会員向けの
保険のご案内保険のご案内
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「城南区シニアクラブ連合会 ふれあい」は、地域のスポンサー各位のご協力により発行されています

私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

　

11
月
25
日
（
木
）、
城
南
区
高
齢

者
ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会
を
、
城
南
体

育
館
に
て
１
２
２
名
が
参
加
の
も

と
盛
況
裡
に
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
コ
ロ
ナ
何
す
る
も
の
ぞ
と
ば
か

り
、
例
年
の
大
会
同
様
、
１
チ
ー
ム

10
名
の
フ
ル
ス
ペ
ッ
ク
で
の
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
参
加
者
全
員
で
競
う
カ

ウ
ン
ト
・
ア
ッ
プ
と
班
ご
と
に
よ
る

個
人
戦
（
勝
ち
抜
き
）
の
ア
ン
ダ
ー
・

ザ
・
ハ
ッ
ト
で
す
。
上
位
入
賞
者
は

市
大
会
へ
出
場
で
き
る
た
め
、
市
大

会
へ
の
出
場
を
目
指
し
て
、
ダ
ー
ツ

盤
の
高
得
点
ゾ
ー
ン
に
狙
い
を
定

め
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
カ
ウ
ン
ト
・
ア
ッ
プ
の

部
で
は
、
金
山
校
区
の
矢
野
弘
さ
ん

が
５
８
４
点
の
高
得
点
で
見
事
優

勝
。
ア
ン
ダ
ー
・
ザ
・
ハ
ッ
ト
の
部

※�

令
和
3
年
度
に
は
、
ソ
フ
ト
ダ
ー

ツ
人
口
が
増
え
て
い
る
と
の
こ
と

で
、
城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合

会
よ
り
各
地
区
（
校
区
）
に
ダ
ー

ツ
盤
セ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
し
た
。

☆カウント・アップ☆
順　位 班 氏　　　名 校　区 得　点
優　勝 2 班 矢野　弘 金　山 584
準優勝 12 班 天本　昌代 南片江 565
第 3位 3 班 森　俊夫 堤 535

☆アンダー・ザ・ハット☆　※各班優勝者
班 氏　　　名 校　区 班 氏　　　名 校　区
1 班 野田　　�明 田　島 7班 上原　喜進 鳥　飼
2班 原田�はやみ 城　南 8班 古賀�万由美 堤
3班 内原　　�悟 金　山 9班 拝木　�國松 七　隈
4班 工藤　�良明 南片江 10班 松尾　�幸徳 鳥　飼
5班 土生　�弘行 別　府 11班 竹堂　�義夫 鳥　飼
6班 工藤　�治男 七　隈 12班 天本　�昌代 南片江

大会結果 （敬称略）

　健康の秘訣として
は、あまり怒らないこ
とです。あとは、週 2
回のダーツと毎回 10
ｋｍの距離を歩いて買
い出しに行くことです
かね。

小林�岌さん
（鳥　飼）

9595歳歳

　あまり着なくなった
着物を洋服にリメイク
することが好きで、頭
の体操にもなっていま
す。これからもオシャ
レを楽しみに過ごした
いです。

原田�サツエさん
（七　隈）

9090歳歳

〜 最高齢者賞 〜

は
、
各
班
で
最
後
ま
で
勝
ち
抜
い
た

12
名
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
栄
光

を
勝
ち
得
ま
し
た
。
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
の
か
、

両
部
門
で
の
入
賞
者
・
優
勝
者
の
重

複
が
少
な
く
、
各
種
目
の
特
徴
が
よ

く
現
れ
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
表
彰
式
で
は
、
両
種
目
の
表
彰

者
の
ほ
か
特
別
賞
と
し
て
、
男
女
１

名
ず
つ
に
最
高
齢
者
の
表
彰
も
あ

わ
せ
て
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
福
岡
市
高
齢
者
ソ
フ
ト

ダ
ー
ツ
大
会
は
、
2
月
11
日
（
金
）

に
福
岡
市
立
舞
鶴
小
・
中
学
校
体
育

館
に
て
、
城
南
区
か
ら
は
11
名
の
出

場
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

た
め
、
残
念
な
が
ら
今
回
も
中
止
と

な
り
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
は
、
少
な
い
ス

ペ
ー
ス
で
プ
レ
ー
で
き
、
ま
た
得
点

を
暗
算
で
出
す
こ
と
が
多
い
た
め

身
体
だ
け
で
な
く
「
脳
の
運
動
」
に

も
な
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
あ
く
ま
で

も
個
人
競
技
が
主
体
で
す
が
、
他
の

参
加
者
と
競
い
合
う
中
、
技
を
教
え

あ
う
交
流
の
場
所
と
な
り
ま
す
。
各

地
区
・
校
区
の
公
民
館
や
い
こ
い
の

家
な
ど
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す

の
で
、
今
年
は
区
の
大
会
に
積
極
的

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

城
南
区
高
齢
者
ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会

５
８
４
点
で
矢
野
弘
氏
が
優
勝

５
８
４
点
で
矢
野
弘
氏
が
優
勝一緒に得点を暗算一緒に得点を暗算

誰でも簡単にできるスポーツです誰でも簡単にできるスポーツです

し
っ
か
り
狙
い
定
め
て

し
っ
か
り
狙
い
定
め
て


